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意識調査からインターマリッジは一貫して増加しているものの、結婚差別の体験は減少しておらず、むしろ増
加しつつあることを突き止めている。その解釈として、インターマリッジはマイノリティがマジョリティと出
会うチャンスの度合いによって規定される構造レベルの事象であり、一方、結婚差別は家族・親族というパー
ソナルレベルの事象であって、両者は相互に独立した次元に位置しているためであるとする。社会構造レベル
と個人レベルの違いによる解釈の試みは、社会学的視点の有効性を示した好論とも言える。 
 「第５章 部落マイノリティに対する結婚忌避」では、結婚差別の問題の一所在として、現代の配偶者選択
メカニズムに注目している。差別意識などの部落要因のみならず、ある種の結婚イデオロギーに基づく内婚原
理も、インターマリッジのマイナス要因として機能していることを明らかにした。本章の趣旨は、結婚差別が
部落要因と配偶者選択メカニズムとが交錯するところで生ずることの主張にあり、また、部落要因のみに目を
向けてきた従来の研究の一面性を批判することにある。部落要因と配偶者選択メカニズムとの関係づけの論理
にやや詰めの甘さが見られたが、従来の研究の一面性を批判した点は十分に説得的である。 
 「第６章 結合関係の形成に向けて」は、インターマリッジ・カップル26組のインタビューを通して、結合
関係の諸条件を索出した事例研究である。カップル双方の家族・親族も絡む成功と挫折の生活史が分厚く記述
されている。そこから索出された結婚差別を生じさせない条件とは、当事者同士の絆の強さ、自立した親子関
係、「部落」の相対的な価値づけ、結婚以前の履歴効果、説得のための能力と社会的資源、パーソナル要因など
である。インフォーマル関係に限定した分析が徹底的である分、社会構造との関連の考察の弱さが認められる
点は否めない。また方法的にも、分析における生活史データの扱いにもうひと工夫欲しいところであった。し
かし、マイノリティ集団のメンバーからリアルな生活史を聞き取ることの困難性に鑑みれば、論者の努力の跡
は十分認めるし、また、テーマに即した論考としての結果の妥当性も十分に保持されている。 
 なお、本論文には「補論 部落マイノリティに対する忌避・差別解消のために」が付されている。これは、
経験科学の「接触仮説」を部落問題に適用する試みである。自前のデータなどを検討した結果、たしかに部落
に対する偏見・忌避を軽減させる要因として、この仮説は有効であった。補論は、接触仮説の信憑性を補強し
た理論的貢献にとどまらず、部落問題の解決に繋がる知見の索出という本論全体の目的に照らしてみても、意
義ある研究と言える。 
 以上の知見をまとめた「終章 ＜共生＞関係の形成に向けて」では、被差別部落の存在に肯定的価値が見出
される社会を可能にするには、日本社会の多様性、異質性が積極的に承認されるシステム構築が必要不可欠で
あると指摘し、そのための今後の研究課題として、社会経済的不平等へのアプローチ、差別とメディアの関係、
およびマイノリティ施策の国際比較研究などをあげて本論を締め括っている。これにより、本研究が政治･経済
次元と意識の関係の分析に関してなお課題を残している点が、論者によって十分自覚されていることを確認する。 
 本研究は、エスニシティ論の視座から日本の被差別部落研究に取り組んだ野心作である。しかし、このよう
な「開放系としての被差別部落研究」は伝統的な部落研究には馴染みが薄いだけに、その有効性をめぐって今
後さらに議論が必要であるし、そのための問題提起こそが論者の意図するところでもあろう。本論文は、被差
別部落の研究に新たな地平を切り拓いたフロンティア的研究として、今後当分の間、斯界の議論を牽引するこ
とが期待できる。 
 以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
